
れ
込
む
土
砂
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
毎
年
、
土
木
事
務
所
へ
土
砂

の
取
り
除
き
を
要
望
し
、
本
年
度

も
取
り
除
き
を
行
っ
た
。

　 

今
後
も
状
況
把
握
に
努
め
、

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　　
　
伊
与
木
川
右
岸
集
落
の
浸
水

対
策
を
問
う
。

　
河
川
の
適
切
な
維
持
が
で
き
る

よ
う
管
理
者
へ
要
望
活
動
を
強
め

る
。

て
い
る
。

　
補
助
機
関
の
思
考
能
力
、
実
行

能
力
、
情
報
収
集
能
力
向
上
の
た

め
の
研
修
な
ど
に
よ
り
、
黒
潮
町

は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
頂

け
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
昨
年
の
16
号
台
風
に
よ
り
河

川
に
土
砂
が
堆
積
、
竹
等
が
繁
茂

し
被
害
が
発
生
。
対
策
を
問
う
。

　
自
然
環
境
の
変
化
、
集
中
豪
雨

等
に
よ
り
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
過
疎
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
、
未
耕
作
地
の
増
大
、
管
理
不

足
の
森
林
等
が
あ
り
、
河
川
に
流

まちづくり

合
併
か
ら
10
年 

町
の
姿
は

行
財
政
運
営
は
成
功
し
て
い
る

　
　
合
併
時
、
こ
れ
以
上
な
い
と

い
う
え
え
顔
の
皆
さ
ん
、
え
え
町

を
作
ろ
う
と
い
う
声
が
満
ち
溢
れ
、

皆
の
顔
が
輝
い
て
い
た
。

　
合
併
か
ら
10
年
、
町
の
姿
は
。

　
合
併
特
例
債
は
じ
め
多
く
の
財

源
支
援
、
情
報
基
盤
、
庁
舎
移
転

事
業
、
人
件
費
削
減
３
億
４
０
５

６
万
円
。
歳
出
決
算
平
成
18
年
82

億
４
０
０
６
万
円
。
平
成
27
年
92

億
５
６
７
０
万
円
。
組
織
の
ス
リ

ム
化
、
経
費
削
減
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
拡
充
。
行
財
政
運
営
は
成
功
し

　
　
伊
与
木
川
左
岸
集
落
の
浸
水

対
策
に
排
水
ポ
ン
プ
設
置
を
問
う
。

　
従
来
、
費
用
の
面
で
計
画
を
断

念
し
て
い
た
。
機
動
性
の
あ
る
排

水
ポ
ン
プ
等
を
検
討
す
る
。

　
　
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
一
人

も
出
さ
な
い
町
づ
く
り
、
亡
所
か

ら
避
難
す
る
た
め
、
高
規
格
道
路

に
一
般
道
路
を
結
ぶ
出
入
り
口
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
県
議
会
企
画
産
業
建
設
委
員

会
、
県
幡
多
土
木
事
務
所
へ
要
望

を
行
っ
て
き
た
。
県
道
路
課
か
ら

佐
賀
北
部
地
域
へ
の
ハ
ー
フ
イ
ン

タ
ー
の
設
置
の
実
現
性
等
の
検
討

を
行
う
と
の
回
答
を
頂
い
て
い

る
。

　
町
と
し
て
も
、
今
後
も
粘
り
強

く
要
望
活
動
を
行
う
と
共
に
緊
急

時
や
地
震
、
災
害
等
、
輸
送
路
の

実
現
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
県

や
関
係
機
関
と
協
議
し
、
要
望
を

し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

※

町
営
住
宅
に
つ
い
て

命の道との出入り口の工事中です（拳ノ川）

伊与木川にある寺井堰の現状

海水の逆流対策が急がれる水路口（佐賀漁港）

今
西 
建
設
課
長

今
西 

建
設
課
長

今
西 
建
設
課
長

今
西 

建
設
課
長

大
西 

町
長

防災対策

住
民
の

 

生
命
・
財
産
守
れ

 
県
へ
要
望
す
る

矢野　昭三　議員
や　 の しょうぞう
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